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ワイヤーテンショナー

ベーシックシリーズ ［AT-B］

 ※ワイヤーテンショナーは、装飾用となります。危険な箇所への設置はお避けください。

ターミナルナット
（左ねじ）

ターミナルナット
（右ねじ）

寸切ボルト
（左ねじ）

寸切ボルト
（右ねじ）

ターミナルナットを左右一緒に回してワイヤーを緊張。

施工手順
①   支柱に穴をあけ、階段金具Aを袋ナットまたは六角ナットで固定し
ます。階段－階段連結部の場合はスルージョイントを通します。

②   フォークボルトのピンを階段金具Aまたはスルージョイントの穴に
通してフォークボルトを連結します。

③   水平部②と同じようにターミナルナットを右左一緒に回してフォー
クボルトにねじ込み、ワイヤーがたるまない程度に張ってください。

④   ターミナルナットを六角ナットで固定します。
⑤   中間パイプを支柱に通し、止めねじで固定します。
　   ※中間パイプを通す穴は階段の傾斜に沿った穴（斜めの穴あけ）が
必要です。

  ※ 詳細については、当社へお問い合わせください。

施工手順
①   支柱に穴をあけ、寸切ボルトを袋ナットまたは六角ナットで固定し
ます。

②   ターミナルナット右・左ねじをそれぞれ寸切ボルトの右・左ねじに
合わせて、右左一緒に回して寸切ボルトにねじ込み、ワイヤーがた
るまない程度に張ってください。

③ ターミナルナットをもう一つの六角ナットで固定します。
④ 中間パイプを支柱に通し、止めねじで固定します。

※ 詳細については、当社へお問い合わせください。
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施工手順
①   支柱に穴をあけ、寸切ボルトを袋ナット、または六角ナットで固定し
ます。

②   まず片側のターミナルナット（スイベル付）を回してねじ込み、次に
反対側のターミナルナット（スイベル付）を回してねじ込み、ワイヤー
がたるまない程度に張ってください。

　 ※両側を同時にねじ込むことも可能です。
　   尚、両端のねじの入り込み寸法が同じになるようにします。
③ ターミナルナット（スイベル付）をもう1つの六角ナットで固定します。
④ 中間パイプを支柱に通し、止めねじで固定します。
※ 詳細については、当社へお問い合わせください。

ターミナルナット
（スイベル付）

ターミナルナット
（スイベル付）

（右ねじ）

右ねじ 右ねじ

① ②

（右ねじ）

ベーシックシリーズ ［AT-B］ 

ターミナルナット（スイベル付）はスイベル（撚り戻し）機能があります。
ターミナルナット（スイベル付）を片側ずつ、右ねじだけで回してワイヤーを緊張します。

［ターミナルナット（スイベル付）］を使用する場合

施工手順
①   支柱に穴をあけ、階段金具Aを袋ナットまたは六角ナットで固定し
ます。階段－階段連結部の場合はスルージョイントを通します。

②   フォークボルトのピンを階段金具Aまたはスルージョイントの穴に
通して、フォークボルトを連結します。

③   水平部②と同じようにワイヤーがたるまない程度に張ってください。
④   ターミナルナット（スイベル付）を六角ナットで固定します。
※ 詳細については、当社へお問い合わせください。
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 ※ワイヤーテンショナーは、装飾用となります。危険な箇所への設置はお避けください。
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寸切ボルト
（左ねじ）

寸切ボルト
（右ねじ）

ダブルナット
（左） ダブルナット

（右）
ターミナルナット
（左ねじ）

ターミナルナット
（右ねじ）

ターミナルカバー
（左）

ターミナルカバー
（右）

丸ナット（左）

［ターミナルナット（カバー付）］を使用する場合

施工手順
①   支柱に穴をあけ、寸切ボルトを袋ナットまたは六角ナットで固定し
ます。

②   ターミナルナット右・左ねじにターミナルカバー右・左を合わせた
状態で、それぞれ寸切ボルトの右・左ねじに合わせて右左一緒に回
して寸切ボルトにねじ込み、ワイヤーがたるまない程度に張ってく
ださい。

③ ターミナルナットを丸ナットで固定します。
④ ターミナルカバーをダブルナットにねじ込んで固定します。
⑤ 中間パイプを支柱に通し、止めねじで固定します。
※ 詳細については、当社へお問い合わせください。

水平部

ターミナルナットを左右一緒に回してワイヤーを緊張。
ターミナルカバーを付けてねじを隠せます。
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A［水平］連結部 C［水平］端部B中間部

CB

施工手順
①   支柱に穴をあけ、階段金具Aを袋ナットまたは六角ナットで固定し
ます。階段－階段連結部の場合はスルージョイントを通します。

②   フォークボルトのピンを階段金具Aまたはスルージョイントの穴に
通してフォークボルトを連結します。

③   水平部②と同じように、ターミナルナットにターミナルカバーを合
わせた状態で右左一緒に回してフォークボルトにねじ込み、ワイ
ヤーがたるまない程度に張ってください。

④ ターミナルナットを丸ナットで固定します。
⑤ ターミナルカバーをダブルナットにねじ込んで固定します。
⑥ 中間パイプを支柱に通し、止めねじで固定します。
　   ※中間パイプを通す穴は階段の傾斜に沿った穴（斜めの穴あけ）が
必要です。

※ 詳細については、当社へお問い合わせください。
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 ※ワイヤーテンショナーは、装飾用となります。危険な箇所への設置はお避けください。
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